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成果の概要 

高野久紀 

 

2018 FMA European Conference にて、 

“Lending maturity of microcredit and dependence on moneylenders” 

を報告した。本論文では、マイクロクレジットの返済期限が、融資資金によって行う投資が

キャッシュフローを生み出す期間に比べて短いことから、消費平準化の動機を持つ借り手

は、より柔軟な返済スキームを提供する高利貸しからもかなりの借入をする動機を持つこ

とを示した上で、返済期限を延ばすことで、高利貸しへの依存率の低下、マイクロクレジッ

トの利用率の増加、投資率の増加をもたらし、マイクロクレジットのインパクトを改善でき

うることを理論分析により示している。 

 途上国の貧困層を対象としたマイクロクレジットの経済学の研究においては、従来、開発

経済学の研究者による研究貢献が大きかったが、途上国の貧困層向けに事業用融資を行う

という点では、企業の資金調達を扱うコーポレートファイナンスとも類似している部分が

ある。そのため、ファイナンス系の国際学会である FMA European Meeting に参加した。本

学会では、特別にマイクロクレジットが一つの分野として学会を通してセッションを開催

していたことも、非常に魅力的であった。 

 開発経済学では、マイクロクレジットのインパクトや、クレジット利用者のモラルハザー

ドや戦略的不履行など、クレジット利用者に焦点を当てる研究が多いが、本学会では、マイ

クロファイナンス機関の資本構成や効率性など、クレジット提供機関に関する研究が多く、

新鮮であった。その一方、統計分析の妥当性については十分な注意が払われていない研究が

ほとんどであり、経済モデルとより洗練された統計的手法を用いて既存の研究に対して貢

献する余地が大いに残されている分野であることが分かった。特に、近年ではマイクロファ

イナンス機関に関するデータベースが拡充してきていることから、産業組織論を用いたマ

イクロファイナンス機関の競争関係・相互依存関係を分析するのは、有用であると思われる。

また、マイクロクレジットのセッション運営を担当していた University of Agder の研究者が

中心となって学会中もインフォーマルなミーティングが開かれ、研究ネットワークの拡大

に大いに役立った。 

 自身の研究に関しては、モデルのインプリケーションが、リスクや繰り返しの借入を導入

した場合にもどの程度成り立つのかに関して、有意義なコメントを得ることができた。これ

らの点に答えるためには、モデルをより一般化することが必要であり、現在近似的動的計画

法のアルゴリズムを使ってモデルを解く方向で改訂を進めているところであるが、それに

よってより多くのオーディエンスの興味を引くことができることがわかった。また、この論

文は、Best Paper Award を受賞することとなり、多くの人に研究を知ってもらう良い機会と

なった。 


